
様式 C-7-2
自己評価報告書

平成 21年 4月 3日現在

研究分野：数物系科学

科研費の分科・細目：数学・代数学

キーワード：数論、保型表現

１．研究計画の概要
(1) エンドスコピー、エルパラメーターの理
論は、簡約代数群の表現の理論において、
重要な役割を果たすと思われるが、この研
究の第一の目標は、エンドスコピー、エル
パラメータの理論と、局所体、大局体上の
簡約代数群の保型表現の関係を探ることで
ある。

(2) もう一つの目標は、簡約代数群のエルパ
ケット、アーサーパケットの決定、特に表
現の制限即の記述による、特殊線形群、特
殊ユニタリ群の inner form のエルパケット、
アーサーパケットの決定である。

２．研究の進捗状況
(1) 一番目の目的に関しては、多くの成果を
あげた。一つは、池田、市野両名により保
型表現の制限即に関する重要な予想である
Gross-Prasad 予想における、エンドスコピ
ーの果たす役割が明確になり、より精密な
予想が確定したことである。元々の予想の
或る定数が実は、エンドスコピーの理論か
ら導かれる定数であることを予想し、いく
つかの場合にこれを検証した。また池田、
市野、平賀により、局所体上の許容表現の
形式的次数が、エルパラメーターの adjoint
表現のガンマ因子を用いて表されるという
予想を提出し、これを、いくつかの重要な
場合に確かめた。これらの研究はさらに進
展中である。

(2) 平賀、齋藤は、表現の制限則と跡公式を
用いることにより、特殊線形群の inner form
の tempered エルパケットの構造を、局所

体の場合には、完全に、大局体の場合もほ
ぼ完全に決定した。これは、これまで得ら
れていた、Labesse-Langands の結果を一
般化するものであり、Vogan のより導入さ
れた、エルパラメーターに対する S 群が自
然なものであることを示している。この S
群は、より一般の代数群のエルパケットを
記述する時にも有効であると期待される。
さらに平賀は、一般線形群の場合の
Badulescu の結果を用いることにより、特
殊線形群のアーサーパケットの構造を決定
した。さらに、特殊ユニタリ群の場合を研
究する準備の一つとして、いくつかの場合
の表現の制限即と導いた。一つは、 central
isogeny に関するもので、これは (1) の研
究への応用が期待される。

３．現在までの達成度
　②おおむね順調に進展している。
　(理由)
 (1) に関しては、予想以上の成果を得てい
るが、(2) に関しては、ユニタリ群の場合の
ある係数の性質が不明なことが、特殊ユニ
タリ群の場合の研究の進展を妨げている。

４．今後の研究の推進方策
(1) 第一の研究に関しては、順調に進展して
おり、予想を確かめるため、さらにいくつ
かの場合を検討する。これまでの研究は主
として、大局体に関するするものであった
ので、局所体の場合も更に多くの例に取り
組む。

(2) ユニタリ群のパケットの記述におけるあ
る係数の性質を、跡公式を用いて示す方法
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を検討する。これと Debacker による、レベ
ル小さい表現の性質を用いることにより、
係数の性質が示されることが期待される。

５.　代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線）
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